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北欧選手権遠征 

６月３日 

 北欧選手権と世界選手権のトレーニ

ングのためにフィンランドへ出発。 

 世界選手権１月半前になると、多くの

強国が世界選手権に向けての最後の合

宿を行う。直前のトレーニングキャンプ

に来たって、疲れをためるだけだ。日本

やニュージーランドのように、遠くから

来る国、資金のない国にはそんな贅沢は

できない。だからこれまでもずっと直前

のトレーニングキャンプで調整してき

た。６月にトレーニングキャンプに来る

というのは、僕のイメージの中では強国

の証であった。今、そのトレーニングパ

タンに自分が身を置いていることには

密かな興奮を覚える。 

 北欧選手権も憧れの舞台だ。もちろん

世界選手権が、オリエンテーリングにお

ける世界最高の舞台だ。しかし、世界選

手権に出場できるのは各国それぞれの

種目において４人まで。ところが北欧選

手権は６人までエントリーできる。それ

だけこのレースは熾烈な舞台なのだ。ま

だ世界が憧れの場であった時、だからこ

のレースがスウェーデン語で「熾烈なク

ロスカントリー」と呼ばれていたという

記憶が残っている。その舞台へやってき

たのだ。ヘルシンキ空港から、レンタカ

ーを飛ばしてタンペレへ。 

 

６月６日 

タンペレでのトレーニングを終え、北

欧選手権のためミッケリに移動。６月７

日にはモデルイベントがある。タフだタ

フだと言われている山も、思ったほどタ

フではない。植生もタンペレに比べれば

ずっときれいだ。林内の下層に広葉樹が

生えていて、それが藪にとってあるのが、

日本みたいだ。 

 フィニッシュすると、リーサがいる。

７６年の世界選手権で個人戦を優勝で

飾り、リレーのレーン勝負で負けたあと、

「このレースは二人で走るには辛すぎ

る」と、妊娠の事実を告げたニュースが

伝説として残っている。彼女に会ったら

是非伝えたかったこと、日本には彼女に

ちなんで名付けられた子どもがいるこ

とを話した。彼女はフィンランド人らし

く大げさに喜びもせず、ただ「その子に

よろしく」と答えた。 

 フィンランドの森は日本と同じで蚊

が多い。虫除けスプレーでも蚊を排除す

ることはできない。そうそうに退散する。

車をスタートさせた直後からうしろに

ぴったり着けてくる赤い車が、３台。ノ

ルウェーチームの車だ。あおられた訳で

はなかったが、ダートの林道から一般道

に出た途端に、排気量差にまかせてスー

と抜かれてしまった。１台目を運転して

いるのはハンネ・スタッフだった。 

 

６月８日 

 北欧選手権クラシック。１２．４ｋｍ

で登りが５００ｍ強。ウィニング予想は

８８分だ。ビョルナーが「噂じゃあ、１

レッグに１００ｍの登りがあるらしい

ぜ」と言う。「そんなの日本じゃ当たり

前だぜ」。大きなミスはなかったが、ト

ップと２２分差の７４位。あんなによろ

よろと登りを歩いたにしては、上出来だ。

走力のある日本の若い選手なら３０位

だって夢じゃないだろう。 

 優勝はヨルゲン・ロストラップ（ノル

ウェー）。１９９９年のスコットランド

で、史上最年少の世界チャンピオン（シ

ョート）になって以来のビッグ・タイト

ルだ。 

 

６月９日 

 北欧選手権ショート。そして日本への

帰国日。夕方１７時２０分の飛行機に乗

るためには、１２時すぎには会場をあと

にしなければならない。トップスタート

が１１時でショートだから、物律的には

間に合うはずだ。だが、そのためにはほ

とんどトップスタートである必要があ

る。オフィシャルである小林君に、トッ

プスタートにしてくれるように主催者

に頼んでもらった。主催者の答えは

「impossible」だった。そりゃそうだ。

いくらなんでも、抽選に作為を加えるな

んてことはできない。とりあえず、１組

のスタートにエントリーする。運が良け

れば１２時に間に合う時刻にスタート

できるだろう。 

 結果はトップスタートだった。監督会

議に出席した小林君が、「運がいいな」

と言われたそうだ。もちろん、期待した

「運」なんだけれど。 

 フィンランドでは珍しい大雨の中を

走った。そのまま車に戻って、着替えて、

ヘルシンキ空港を目指す。道中軽い昼食

をとって３時間ちょいで空港へ。空港で

サウナを浴びて搭乗。レースの余韻を残

す間もなく飛行機に乗るのも、今回の遠

征にふさわしい。あくまでも、これは夏

の世界選手権への１つのステップに過

ぎないのだから。 

 

６月１６・１７日 

 富士で合宿。１６日の夕方からＪＷＯ

Ｃ（ジュニア世界選手権）代表の李君が

合流する。彼は静大の学生だが、ＪＷＯ

Ｃの代表選手選考会への出場が受け入

れられなかったと聞いて、始めて彼が韓

国籍であることを知った。その後彼は韓

国の連盟に働きかけ、そしてＪＷＯＣの

主催者とも交渉し、韓国代表としてＪＷ

ＯＣに出場できることとなった。諦めず

に叩けば、扉は開かれるのだ。今から四

半世紀前、イギリス留学中にオリエンテ

ーリングを始めた杉山隆司が、日本での

オリエンテーリング活動を一度もする

ことなく世界選手権に日本代表選手と

して初出場したことが思い出される。 

 １７日はクラシックの練習でほぼ１

０５分のレースを走る。この距離でも最

後までスピードを維持して走れた。よう

やく身体がいうことをきいて動くよう

になった。 

村越真のオリエンテーリング日誌 
村越 真
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６月２３日 

 ワールドゲームズの準備で秋田へ。秋

田へ来るのは今年３度目だ。今回は、二

回目の実行委員会を行って、役員ミーテ

ィングをし、コースチェックをし、地図

の最終修正のための打ち合わせをする

というヘビーなスケジュールだ。僕にと

っては、コースチェックや地図修正など

山での作業はむしろやりがいのある仕

事だ。実行委員会というような形式的な

会議の方が、むしろストレスがたまる。

ＡＰＯＣの時もそうだったが、予算がタ

イトだと分かっていて、どうしてこうい

う形式的な会議に限られた資源を費や

すことをするのか、今もって僕には理解

できない。国の財政の縮図を見るかのよ

うだ。 

 ２４日日曜日は、結局役員ミーティン

グはキャンセルとなった。「じゃあ山行

こう！」ということで、地元の山内さん

の車で紺野とともに乳頭山から秋田駒

ケ岳にマラニックに出かける。コースタ

イム９時間の登山道を３時間ほどで走

破。充実感はあったが、霧で眺望もなく

楽しみに乏しいマラニックだったが、マ

ラニック後の温泉は格別。 

 

７月１日 

 午後から武蔵大学でＷＧの打ち合わ

せ。打ち合わせの時間まで、Ｒ嬢と奥武

蔵の山をマラニック。休日に打ち合わせ

のために東京に来るなんて、付加価値つ

けなきゃやってられないよね。北欧のさ

わやかな夏も待ち遠しいが、汗だくにな

りながら走って、ふと風の涼しさに気づ

く日本の夏も捨て難い。こんな季節に毎

日トレーニングをしなければならない

競技者でなければ、もっと日本の夏も楽

しめたのかもしれない。マラニックを終

えて、村の酒屋の前で緑の山を見ながら

ビールを飲む幸福感も、日本ならではも

のだ。 

 武蔵大学で夕方紺野と打ち合わせをし

て、最終の１本前で静岡に帰る 

 

７月７・８日 

 八ヶ岳での最終合宿。メールやミーテ

ィングで連日ワールドゲームズの運営

に意識を向けていると、自分が競技者で

あることを忘れてしまう。日々のトレー

ニングは習慣化しているからいいのだ

が、合宿では、選手への意識へのシフト

が難しい。おまけに地図以上のやぶと暑

さ。７日の練習後は露天風呂に入って、

宿舎で充実した夕食。暑いとは言え、下

界よりははるかに涼しい環境の中でリ

ラックスできた。今の僕にとっては、合

宿やレースは試練の場というよりもリ

フレッシュの場となってしまった。年長

の競技者がレースでいい結果を残せる

理由は案外そんなところにあるのかも

しれない。 

 

７月１９日 

昨年ユニバーで一緒に遠征した山口よ

り荷物が届いていた。昨年のお礼と今年

の世界選手権の激励とのことだった。絶

滅寸前の動物の絵に「Life can never be 

recycled」と書かれた T シャツだった。

最後の世界選手権を目指す僕がもらう

と、意味深に思える。やりなおしはきか

ないのだ。ベストを尽くさねばならない。 

 

７月２０日 

 元JOAの理事であった中島氏よりはが

きが届いた。６月末に森永の副社長を退

いたとの挨拶だった。丁寧にも手書きの

メッセージが書かれていて「オリエンテ

ーリングにつきましては、行き届かぬ点

が多多ありましたことをお詫び申し上

げます」とあった。私たちオリエンティ

アは森永が提供してくれたものに対し

て、いかばかりのものを返せたのであろ

うか？ 

 遠征先発組出発。こう暑いと、たった

２日でも先にフィンランドにいけるの

がうらやましくなる。 

 
８月４日 

 世界選手権も終わった（世界選手権に

ついては別記事をご覧ください）。夜の

バンケットの時、志保子の隣にいたマリ

ーホイヤー（デンマーク）と少し話をし

た。彼女はみかけよりもずっと気さくだ

ったし、最後には「ダンスしたくない？」

って誘ってくれた。日本人ならぜったい

しないような目つきで時々見つめなが

らのダンスはドキドキものだった。 

 マリアと踊りながら、昨年のスウェー

デンでのデンマークチームの合宿に参

加したこと、そこで今ではチームの１走

を任されているモルテンと一緒に走っ

ていたことを思い出した。その時、僕も

志保子も世界のトップチームと同じよ

うに世界を目指す選手の一員だった。そ

のことを思い出して、急にこの世界選手

権に対する自分自身の評価が変わった。

予選を通過することで、もう一度世界の

舞台で日本人も戦っているという実績

を残した。それだけでも予選を通過した

ことは評価できることなのだと思った。 

 

８月５日 

 ３時間ほど眠ったあと、４時のバスに

乗る組に起こされ、彼らを市内まで送っ

ていった。ターミナルから帰ったあと、

ブリテンのチェックをして、少しだけ我

慢して６時から走りにいった。意外に気

持ちよく走れて５０分も走ってしまっ

た。世界選手権の終わった翌日にこうし

てゆっくりジョギングする気分は悪く

ない。 

 ほとんどの選手は今日帰国だが、僕は

田島利佳とノルウェーのトレッキング

に出かけた。 

 

８月６日 

 天気回復。ノルウェー人風にゆっくり

起きて朝食。後から入ってきたカップル

はどうやらオリエンティアらしい。息子

はノルウェーのジュニアの代表にも選

ばれているオリエンテーリング一家だ

った。その後日本の地図を持っていくと

話が弾んだ。オイビンの話をすると、さ

っと初優勝の時の年齢が出てくるとこ

ろはただ者じゃない。フィンランドでの

走り方はノルウェーの走り方とは違う、

だからフィン５の初日では全く分から

なくなって５分つぼったよというあた

りも、キャリアと知識を感じさせた。 

 生まれたばかりの太古の大地を思わ

せる風景の中を歩くノルウェーのトレ

ッキングは、世界選手権に疲れた心身を

リラックスさせてくれた。たった１日だ

が、来た甲斐があった。 


